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古
川
（
富
山
市
）

か
つ
て
の
神
通
川
河
口
の
名
残
り

　

神
通
川
の
河
口
は
、少
な
く
と
も
江
戸

時
代
初
期
に
お
い
て
は
、西
岩
瀬
・
四
方
付

近
を
流
れ
て
い
た（
そ
れ
以
前
に
は
、打
出

を
流
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
）。

　

室
町
時
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、わ
が

国
で
最
も
古
い
と
い
わ
れ
る
海
商
法
規

「
廻
船
式
目
」で
は
、三
津
・
七
湊
が
記
さ
れ
、

そ
の
中
に「
越
中
岩
瀬
」と
あ
る
の
は
、こ

の
西
岩
瀬
港
と
考
え
ら
れ
る
。

　

寛
永
16（
１
６
３
９
）年
、加
賀
藩
３
代

前
田
利
常
が
加
賀
小
松
に
隠
退
す
る
時
、

幕
府
の
厳
し
い
監
視
の
目
を
や
わ
ら
げ
る

た
め
、加
賀
・
越
中
・
能
登
の
１
２
０
万
石

の
う
ち
、計
約
10
万
石
を
次
子
利
次
に
与

え
、富
山
藩
が
誕
生
し
た（
三
子
利
治
に
は

大
聖
寺
7
万
石
を
与
え
た
）。

　

こ
の
頃
の
西
岩
瀬
港
に
つ
い
て
、正

保
４（
１
６
４
７
）年
の「
越
中
道
記
」で

は
、「
４
０
０
〜
５
０
０
石
の
船
が
何
風
で

あ
っ
て
も
50
〜
60
艘
も
港
入
り
が
で
き
、

空
船
で
あ
れ
ば
２
０
０
艘
も
入
港
で
き

る
」と
記
し
て
い
る
そ
う
だ
。

慶
安
５（
１
６
５
２
）年
、利
常
は
、富
山

藩
と
加
賀
藩
の
境
界
に
つ
い
て
、「
神
通

川
の
中
央
を
境
界
と
し
、川
の
流
路
が
変

わ
っ
て
も
同
様
と
す
る
」と
裁
定
し
た
。

万
治
２（
１
６
５
９
）年
、神
通
川
は
大

氾
濫
に
よ
っ
て
大
き
く
現
在
の
東
岩
瀬
側

に
も
分
流
し
、寛
文
８（
１
６
６
８
）年
の

洪
水
で
、つ
い
に
新
し
い
流
れ
が
本
流
と

な
っ
た
。こ
の
た
め
、西
岩
瀬
の
船
主
・
船

宿
の
多
く
が
東
岩
瀬
へ
移
っ
た
。旧
流
は
、

草
嶋
川
、神
通
古
川
と
も
呼
ば
れ
、新
流
は
、

千
原
崎
川
と
も
呼
ば
れ
た
。旧
流
は
、土
砂

の
堆
積
に
よ
り
、衰
微
し
て
い
っ
た
。と
は

い
え
、西
岩
瀬
港
は
、享
保（
１
７
１
６
〜

１
７
３
５
）頃
ま
で
、加
賀
藩
の
新
川
郡
年

貢
米
の
積
出
港
と
し
て
、ま
た
、富
山
藩
の

年
貢
米
積
出
港
、富
山
城
下
の
外
港
と
し

て
幕
末
ま
で
機
能
し
て
い
た
と
い
う
。
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ま
た
、貞
享
・
元
禄
年
間（
１
６
８
４
〜

１
７
０
３
）に
は
、両
流
河
口
の
２
渡
場
の

間
に
、御
舟
道
と
称
す
る
運
河
も
掘
ら
れ

て
い
た
よ
う
だ
。元
禄
９（
１
６
９
８
）に

は
御
蔵
が
作
ら
れ
、米
・
塩
・
唐
津
陶
器
を

入
れ
た
倉
庫
が
建
ち
並
び
、神
通
川
を
通

じ
て
富
山
木
町（
現
在
の
松
川
と
い
た
ち

川
の
合
流
点
付
近
。当
時
の
神
通
川
は
蛇

行
し
て
流
れ
て
お
り
、松
川
は
そ
の
名
残

で
あ
る
）と
結
ば
れ
、川
船
が
頻
繁
に
神
通

川
を
上
下
し
た
。

　

一
方
、前
述
の
利
常
の
裁
定
に
よ
り
、西

岩
瀬
と
富
山
藩
は
、旧
神
通
川
か
ら
新
神

通
川
の
中
央
ま
で
漁
場
と
土
地
を
拡
大
し
、

逆
に
東
岩
瀬
と
加
賀
藩
は
失
う
こ
と
に

な
っ
た
。以
来
、新
旧
２
つ
の
神
通
川
の
中

央
線
に
囲
ま
れ
た
部
分
で
は
、地
引
網
の

権
利
や
廃
川
地
の
開
拓
を
め
ぐ
り
論
争
が

繰
り
返
さ
れ
た
。

　

旧
流
の
名
残
り
は
古
川
と
名
付
け
ら
れ
、

現
在
、日
本
海
石
油
と
北
電
富
山
火
力
発

電
所
の
間
を
通
っ
て
、富
山
湾
に
注
い
で

い
る
。
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①古川河口。突破口と呼ばれるコンクリート製の河口処理工がされており、海と
の境界は見えない。江戸時代後期、西岩瀬富山藩住民と東岩瀬加賀藩漁民との間
で漁場をめぐって紛争が絶えず、ある時、加賀藩、富山藩両藩役人立会いの下、両
者の申立を聞いて裁定することになった。東岩瀬漁民代表は両藩士が納得できる
弁明ができたが、西岩瀬の長役（おさやく）を務める彦助はそれが十分にできなかっ
た。富山藩士は面目が立たず、加賀藩士から恥辱を受けたので、大いに怒り、本家
加賀藩に対する償いとして、古川の河原で彦助の首をはねたという。人々はその
死を悲しみ、その河原を「彦助の河原」「彦助の浜」と呼んでいるという。②古川河
口近くの浜辺。③国道415号線と交差する古川。④西岩瀬諏訪社の大けやき。幹
まわりが10m近くもあり、高さは約30m。樹齢は1000年を超えるとされる。沖
を航海する者の羅針盤として、また航海の安全を祈る聖樹として親しまれた。
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